
（別紙３）

～ 2025年　12月　30日

（対象者数） 41名 （回答者数） 36名

～ 2025年　12月　15日

（対象者数） 10名 （回答者数） 10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員間の情報共有をさらに密にし、一人ひとりの微細な変化

や興味関心に合わせた遊び・支援の提案を強化する。

2

モニタリング結果の分析精度を高め、保護者の意向と子ども

の実態をより多角的に反映させた計画への更新サイクルを確

立する。

3

定期的な避難訓練に加え、不審者対策や防犯面でのシミュ

レーションも強化し、より多角的な安全確保体制を構築す

る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

近隣施設との連携再開や、ボランティアの受け入れ、地域行

事への段階的な参加を計画し、子どもの社会性を育む機会を

増やす。

2

オンラインを活用した座談会や、短時間で視聴可能な動画研

修資料の配布など、ライフスタイルに合わせた交流・学習形

態を検討する。

3

研修受講後のフィードバックを会議等で定例化し、個人の学

びを組織全体で共有・実践に繋げる仕組みを強化する。

○事業所名 こぱんはうすさくら水海道山田教室

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　12月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

専門性向上に向けた自己研鑽の質の追求 日々の支援業務の安定を優先し、外部研修への参加や体系的な

内部研修の実施が一部に留まっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流や外部組織との連携・機会の不足 感染症対策等により、外部の方との接触や地域行事への参加を

制限せざるを得なかった背景がある。

保護者同士の交流や研修機会の提供不足 多忙な保護者が多いため、集まりを持つことが難しく、事業所

からの情報発信が一方通行になりがちであった。

子どもが安心して楽しく通える環境と関係性の構築 連絡帳やSNS、画像共有を通じて日々の様子を可視化し、安心

感を提供。

個別支援計画に基づく適切かつ専門的な支援の提供 アセスメントに基づき、子どものニーズや特性に応じた個別支

援計画を作成・実施。活動プログラムの固定化を避け、発達段

階に合わせた工夫を継続。

安全管理体制の徹底と迅速な情報公開 事故防止・緊急時対応マニュアルを整備・共有し、ヒヤリハッ

ト事例の蓄積と対策を徹底。事業所評価の結果等、運営情報の

積極的な公表を実施。

事業所における自己評価総括表公表


